
五
月
二
十
六
日
に
、
本
社
に
お
い
て
防
災
訓
練
を

実
施
し
、
社
員
及
び
協
力
会
社
よ
り
三
十
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
御
前
崎
市
消
防
署
か
ら
講
師

を
招
き
消
火
訓
練
、

応
急
手
当
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

消
火
訓
練
で
は
、

社
内
か
ら
火
災
が

発
生
し
た
と
想
定

し
、
通
報･

避
難
誘

導･

初
期
消
火･

消

火
器
の
使
用
方
法･

点
検
方
法
の
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
消
火

器
等
の
消
防
設
備

は
、
日
常
使
用
さ

れ
ず
、
火
災
が
発

生
し
た
際
に
初
め

て
使
用
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
か
つ
、

い
つ
火
災
が
発
生

し
て
も
そ
の
機
能

を
十
分
に
発
揮
で

き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
た
め
、
日
常
の
点
検

が
大
切
に
な
り
ま
す
。
時
々

消
火
器
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

あ
と
、
中
身
を
正
常
な
状
態

に
保
つ
た
め
に
振
る
と
良
い

そ
う
で
す
。
消
火
訓
練
後
、

社
内
二
階
研
修
室
に
て
応
急

手
当
等
（
止
血
方
法
や
熱
中
症
の
対
処
方
法
）
を
訓

練
し
ま
し
た
。
止
血
方
法
で
は
、
き
れ
い
な
タ
オ
ル

等
で
傷
口
を
直
接
圧
迫
す
る
直
接
圧
迫
止
血
法
を
学

び
ま
し
た
。
体
内
の
血
液
は

六
十
㎏
の
体
重
の
人
で
五
ℓ

位
で
、
そ
の
う
ち
の
二
十
％

以
上
出
血
す
る
と
痙
攣
等
を

起
こ
し
、
三
十
％
以
上
出
血

す
る
と
重
篤
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
も
し
、
怪
我
等
を

さ
れ
て
い
る
方
が
い
た
ら
、

こ
の
訓
練
で
学
ん
だ
止
血

方
法
で
助
け
て
あ
げ
ら
れ

た
ら
と
思
い
ま
す
。

熱
中
症
の
対
処
方
法
で

は
、
日
頃
か
ら
、
な
ら
な

い
た
め
の
予
防
方
法
や
、

な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
の

対
処
方
法
を
学
び
ま
し

た
。

（1）
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土
佐
の
国
（
修
行
の
道
場
）
へ

土
佐
の
最
初
の
札
所
は
室
戸
岬
に
あ

る
最ほ
つ
み
さ
き
じ

御
崎
寺
。
こ
こ
で
、
中
学
生
位
と

母
親
の
母
娘
遍
路
に
出
会
っ
た
。
何
か

の
事
情
で
遍
路
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
人
生
色
々
で
あ
る
。
こ
の
母
娘
と

は
こ
の
後
三
度
出
会
う
。
こ
の
日
は

四
ヵ
寺
を
巡
っ
た
。
六
日
目
、
朝
一
番

で
土
佐
の
関
所
と
呼

ば
れ
る
難
所
神こ
う
の
み
ね
じ

峯
寺

を
打
ち
終
え
、
鉄
道

で
安
芸
タ
イ
ガ
ー
ス

タ
ウ
ン
を
垣
間
見
て

次
の
札
所
へ
。
午
後

か
ら
は
歩
き
遍
路
と
し
四
ヵ
寺
を
終
え

た
。（
歩
行
三
七
㎞
）
高
知
市
内
の
ホ

テ
ル
泊
。
七
日
目
、
こ
の
日
は
、
レ
ン

タ
カ
ー
。
竹ち
く
り
ん
じ

林
寺
を
皮
切
り
に
途
中
桂

浜
で
龍
馬
像
と
対
面
す
る
。
車
の
ナ
ビ

は
近
道
優
先
で
狭
い
道
ば
か
り
に
誘
導

す
る
。
レ
ン
タ
ル
会
社
専
用
の
ナ
ビ

で
あ
る
ら
し
い
。
こ
の
日
の
最
後
の

岩い
わ
も
と
じ

本
寺
は
五
つ
の
本
尊
を
祀
る
珍
し
い

寺
で
あ
る
。
合
計
七
ヵ
寺
、
走
行
距
離

一
六
七
㎞
、
四
万
十
川
の
畔
の
中
村

泊
。
八
日
目
は
、
バ

ス
の
旅
の
日
で
あ

る
。
足
摺
岬
に
あ
る

金こ
ん
ご
う
ふ
く
じ

剛
福
寺
と
宿
毛
近

く
の
延え
ん
こ
う
じ

光
寺
を
経
て

今
日
の
宿
泊
先
ま
で
の
一
四
〇
㎞
を
一

日
か
け
て
巡
る
。
土
佐
の
国
（
修
行
の

道
場
）
は
全
一
二
〇
〇
㎞
中
、
四
三
〇

㎞
の
長
丁
場
で
あ
っ
た
。
九
日
目
、
伊

予
の
国
（
菩
提
の
道
場
）
へ
、
今
日
も

バ
ス
を
中
心
に
松
山
ま
で
四
ヵ
寺
を
巡

る
。
四
十
番
札
所
観か
ん
じ
ざ
い
じ

自
在
寺
に
は
芭
蕉

の
句
碑
『
春
の
夜
や　

籠
人
ゆ
か
し　

堂
の
隅
』
が
あ
っ
た
。
昨
日
、
出
会
っ

た
大
阪
の
オ
バ
サ
ン
（
日
航
御
巣
鷹
山

事
故
の
未
亡
人
）
と
今
日
と
明
日
、
一

緒
に
廻
る
こ
と
に
。
今
夜
か
ら
の
泊
り

は
松
山
市
内
の
繁
華
街
の
ど
真
ん
中
の

ホ
テ
ル
に
三
連
泊
、
こ
こ
の
風
呂
は
露

天
風
呂
付
き
の
温
泉
で
あ
る
。十
日
目
、

雨
模
様
、
バ
ス
で
山
の
中
へ
、
雨
中
二

つ
の
山
寺
を
巡
り
、
途
中
で
東
京
の
御

婦
人
と
合
流
、
同

行
四
人
と
な
り
こ

の
日
は
五
ヵ
寺
を

終
え
る
。

	

次
号
へ
つ
づ
く

六
月
五
日
か
ら
一
泊
で
群
馬
県
の

八
ッ
場
ダ
ム
と
世
界
遺
産
の
富
岡
製
糸

場
、
栃
木
県
の
日
光
東
照
宮
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
朝
七
時
に
掛
川
を
出

発
し
て
八
ッ
場
ダ
ム
へ
向
か
い
ま
し

た
。
移
動
距
離
も
長
く
到
着
す
る
頃
に

は
す
で
に
疲
労
感
が
出
て
し
ま
い
ま
し

た
。
八
ッ
場
ダ
ム

で
は
、
八
ッ
場
ダ

ム
水
源
地
域
対
策

事
業
所
の
方
に
案

内
を
し
て
い
た
だ

き
、
ダ
ム
建
設
に

伴
い
水
没
し
て
し
ま
う
集
落
の
方
々
の

生
活
再
建
の
支
援
や
地
域
振
興
を
行
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
建
設
箇
所

で
は
、
駅
も
道
路
も
新
た
に
代
替
地
に

建
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
工
事
現
場
で

は
、
ち
ょ
う
ど
発
破
作
業
を
見
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
今
後
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
打
設
工
事
で
は
、
二
十
四
時
間
体
制

で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
こ
と

で
し
た
。
昼
食
は
道
の
駅
「
八
ッ
場
ふ

る
さ
と
館
」
で
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

こ
の
施
設
も
地
域
振
興
施
設
と
し
て
建

設
さ
れ
ま
し
た
。

昼
食
後
は
、
世
界
遺
産
の
富
岡
製
糸

場
に
行
き
ま
し
た
。
世
界
遺
産
効
果
で

観
光
客
の
方
が
非

常
に
多
く
、
周
り

の
土
産
屋
も
、
活

気
づ
い
て
い
る
よ

う
な
雰
囲
気
で
し

た
。
富
岡
製
糸
場

は
、
明
治
初
期
に
建
て
ら
れ
た
建
物
で

す
が
、
操
糸
場
は
、
フ
ラ
ン
ス
式
の
操

糸
機
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
た
め

従
来
の
日
本
に
な
い
ト
ラ
ス
構
造
が
用

い
ら
れ
、
柱
の
な
い
広
い
空
間
で
作
業

を
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

二
日
目
は
、
日
光
東
照
宮
で
正
式
参

拝
を
行
い
ま
し
た
。
正
式
参
拝
と
い
う

こ
と
で
堅
苦
し
い

か
と
思
い
ま
し
た

が
意
外
と
普
通
に

終
わ
っ
て
い
き
ま

し
た
。境
内
で
は
、

定
番
の
三
猿
と
眠

猫
を
見
ま
し
た
が

眠
猫
が
小
さ
す
ぎ
て
よ
く
わ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
ゆ
っ
く
り
と

見
て
み
た
い
で
す
。	

（
Ｍ
・
Ｓ
）

（2）

岩屋寺 いわやじ

神峯寺

足摺岬灯台

四
国
八
十
八
か
所

遍
路
記そ
の
二

池
田　

功

（
一
社
）
袋
井
建
設
業
協
会

会
員
研
修
に
参
加
し
て
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（3）

早
い
も
の
で
今
年
も
七
月
に
入
り
、
中
学

一
年
生
も
四
月
の
入
団
か
ら
三
ヵ
月
が
経
ち
、

少
し
ず
つ
で
す
が
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い

る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
先
日
、
地
域
の
少
年

団
と
中
学
一
年
生
が
練
習
試
合
を
さ
せ
て
頂

く
機
会
が
あ
り
、
選
手
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

こ
の
三
ヵ
月
間
の
大
き
な
成
長
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

「
選
手
た
ち
の
夢
を
育
成
す
る
」

私
共
ソ
ー
ニ
ョ
Ｆ
Ｃ
に
と
っ
て
ク
ラ
ブ
名

に
も
な
っ
て
い
る
「
夢
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
は
最
も
大
切
な
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

※
ソ
ー
ニ
ョ
と
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
夢
と
い
う
意
味

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
大
き
な
夢
を
持
ち
、

そ
の
夢
に
向
か
っ
て
多
感
な
思
春
期
の
子
ど

も
達
が
全
力
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
中
で

魅
力
あ
る
大
人
へ
と
向
か
っ
て
い
く
。
そ
ん

な
ス
ト
ー
リ
ー
こ
そ
私
共
ク
ラ
ブ
の
目
指
す

も
の
で
す
。
そ
の
出
発
点
は
や
は
り
「
夢
」

な
の
で
す
。
そ
ん
な
「
夢
」
を
持
ち
、
そ
こ

へ
向
か
っ
て
い
く
た
め
に
私
達
指
導
者
は
何

が
で
き
る
の
か
。

先
日
、
私
が
指
導
者
と
し
て
最
も
影
響

を
受
け
、
最
も
尊
敬
し
て
い
る
関
西
の
方
と

久
し
ぶ
り
に
お
会
い
し
お
話
し
さ
せ
て
頂
く

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
海
外
で
活

躍
す
る
選
手
や
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
を
多
数
育
て

た
そ
の
方
は
こ
ん
な
こ
と
を
仰
っ
て
い
ま
し

た
。「

俺
が
選
手
を
育
て
た
ん
や
な
い
。
俺
は

選
手
の
夢
を
育
て
た
ん
や
。」
独
特
の
関
西

弁
で
話
さ
れ
る
言
葉
に
改
め
て
大
き
な
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

「
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
に
な
り
た
い
！
」「
日
本

代
表
に
な
り
た
い
！
」「
Ｗ
杯
に
出
場
し
た

い
！
」
子
ど
も
達
は
サ
ッ
カ
ー
を
好
き
に
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
大
き
な
夢
を
抱
い
て
い
き

ま
す
。
し
か
し
、
夢
と
い
う
も
の
は
大
き
く

膨
ら
ん
で
い
く
こ
と
も
あ
れ
ば
小
さ
く
し
ぼ

ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
分
よ
り

も
上
手
な
選
手
に
出
会
っ
た
時
。
自
分
た
ち

よ
り
も
強
い
チ
ー
ム
に
出
会
っ
た
時
。
年
齢

を
重
ね
る
中
で
色
ん
な
経
験
を
し
て
、
現
実

と
い
う
も
の
を
少
し
ず
つ
理
解
し
て
い
く
中

で
、
子
ど
も
の
頃
に
抱
い
た
無
邪
気
で
大
き

な
夢
は
い
つ
の
ま
に
か
小
さ
く
し
ぼ
ん
で
し

ま
い
、
消
え
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん

な
子
ど
も
達
の
夢
を
大
き
く
し
て
い
け
る
か

ど
う
か
が
指
導
者
と
し
て
何
よ
り
大
切
な

こ
と
だ
と
私
は
そ
の
方
に
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
夢
を
持
た
せ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

夢
を
持
ち
続
け
て
い
く
た
め
の
勇
気
を
与
え

る
こ
と
。
そ
の
為
の
サ
ッ
カ
ー
指
導
で
あ
り

た
い
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
指
導
者
に
は

そ
の
責
任
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
り
、
こ

の
コ
ラ
ム
の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い

る”Coragem
 que ter sonho.”

「
夢
を

持
つ
勇
気
を
。」
の
言
葉
は
ソ
ー
ニ
ョ
の
選
手

達
の
ウ
ェ
ア
に
大
き
く
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
文
字
を
見
る
度
に
、
私
は
選
手

達
に
夢
を
持
つ
勇
気
を
与
え
ら
れ
る
様
な

指
導
が
出
来
て
い
る
の
か
な
と
襟
を
正
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

あ
と
一
ヵ
月
で
選
手
た
ち
は
夏
休
み
期
間

に
入
り
ま
す
。
学
校
の
長
期
休
暇
期
間
は
普

段
は
行
け
な
い
遠
方
へ
遠
征
や
合
宿
に
行
っ

た
り
、
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
と
し
て
も
大
切
な

期
間
で
す
。
よ
り
充
実
し
た

活
動
が
行
え
る
よ
う
に
夏
に

向
け
た
準

備
を
進
め

て
い
こ
う

と
思
い
ま

す
。

“C
o

ragem
 q

u
e ter so

n
h

o
.”

（
夢
を
持
つ
勇
気
を
。）

久
道
翔
太

ソ
ー
ニ
ョ
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル

ス
ク
ー
ル
生
（
小
学
一
〜
六
年
生
）
募
集
中
！

無
料
体
験
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
ソ
ー

ニ
ョ
Ｆ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
の
上
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
：sonho@

e-m
ail.jp　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://sonhofc.net/

悪
質
な
ル
ー
ル
違
反
を
繰
り
返
す
自
転

車
運
転
者
に
『
自
転
車
運
転
者
講
習
』
の

受
講
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

受
講
対
象
と
な
る
の
は
、
三
年
以
内

に
道
路
交
通
法
施
行
令
で
定
め
た
十
四

の
危
険
行
為
（
左
記
参
照
）
で
二
回
以

上
摘
発
さ
れ
た
運
転
者（
十
四
歳
以
上
）

で
す
。

受
講
対
象
者
に
は
、
都
道
府
県
の
公

安
委
員
会
か
ら
自
転
車
運
転
者
講
習
を

受
け
る
よ
う
に
命
令
が
出
さ
れ
、
こ
の

命
令
に
従
わ
な
い
場
合
に
は
、
五
万
円

以
下
の
罰
金
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
危
険
行
為

・

信
号
無
視

・

遮
断
機
が
下
り
た
踏
切
へ
の
立
ち
入
り

・

指
定
場
所
一
時
不
停
止
な
ど

・

歩
道
通
行
時
の
通
行
方
法
違
反

・

制
動
装
置
（
ブ
レ
ー
キ
）
不
良
自
転
車
運
転

・

酒
酔
い
運
転

・

通
行
禁
止
違
反

・

歩
行
者
用
道
路
に
お
け
る
車
両
の

義
務
違
反
（
徐
行
違
反
）

・

通
行
区
分
違
反

・

路
側
帯
通
行
時
の
歩
行
者
の
通
行
妨
害

・

交
差
点
で
の
安
全
進
行
義
務
の
違
反
な
ど

・

交
差
点
で
の
優
先
車
妨
害
な
ど

・

環
状
交
差
点
で
の
安
全
進
行
義
務
違
反
な
ど

・

安
全
運
転
義
務
違
反

平
成
二
十
七
年　

六
月
一
日
か
ら



（4）

行
事
記
録
（
5
27

〜
6
26

）

5
30	

宮
沢
博
行
晃
援
会
大
会
・
掛
川

6
2	

全
国
安
全
週
間
説
明
会
・
掛
川

	

菊
川
地
区
安
管
協
会
通
常
総
会
及
び
表
彰
式
・
菊
川

6
3	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
役
員
会

	

掛
川
法
人
会
税
務
学
習
会
・
掛
川

6
4	

御
前
崎
市
商
工
会
理
事
会

6
5
～
6
6	

袋
井
建
設
業
協
会
会
員
研
修
・
群
馬
・
栃
木

6
6	

御
前
崎
市
地
域
医
療
を
育
む
会
・
総
会

6
9	

求
人
説
明
会
・
掛
川

6
10	

企
業
と
高
校
と
の
情
報
交
換
会
・
掛
川

6
11
～
6
12	

中
部
電
力
現
場
監
督
者
集
合
教
育

6
12	

掛
川
法
人
会
第
三
回
通
常
総
会
・
掛
川

	

技
士
会
袋
井
地
区
第
三
回
代
議
員
会
・
袋
井

	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
・
全
体
会

6
16	

袋
井
建
設
業
協
会
広
報
委
員
会
・
袋
井

6
17	

掛
川
信
用
金
庫
第
百
十
四
期
通
常
総
代
会
・
掛
川

6
18	

算
定
基
礎
届
事
務
説
明
会
・
掛
川

6
19	

昭
和
会
第
一
回
幹
事
会
及
び
通
常
総
会
・
静
岡

	

内
外
情
勢
調
査
会
中
東
遠
支
部
懇
談
会
・
掛
川

6
20	

第
一
回
ク
リ
ー
ン
作
戦

6
22	

か
け
し
ん
経
営
者
協
議
会
青
年
部
会
通
常
総
会
・
掛
川

6
23	

警
察
官
友
の
会
菊
川
支
部
役
員
会
・
菊
川

	

シ
ー
テ
ッ
ク
浜
岡
支
社
合
同
職
場
懇
親
会

	

御
前
崎
市
商
工
会
建
設
部
会
全
体
会

6
24	

袋
井
地
区
建
設
業
安
全
大
会
・
袋
井

	

御
前
崎
市
商
工
会
理
事
会

	

御
前
崎
市
商
工
会
第
一
回
支
部
長
会

	

か
け
し
ん
総
代
選
考
委
員
会
・
菊
川

6
25	

掛
川
代
弁
㈱
株
主
総
会
・
掛
川

6
25
～
6
26	

Ｉ
Ｓ
Ｏ
更
新
審
査

行
事
予
定
（
6
27

〜
7
26

）

7
1
～
7
7	

全
国
安
全
週
間

7
6	

労
働
保
険
年
度
更
新
申
告
書
受
付

今
年
度
は
第
七
次
建
設
業
労
働

防
止
五
ヵ
年
計
画
の
三
年
目
に
当

た
り
ま
す
。

計
画
上
で
は
「
計
画
期
間
中
の

死
亡
災
害
を
二
十
％
以
上
減
少
さ

せ
る
」
と
の
目
標
を
掲
げ
て
は
い

ま
す
が
、
二
十
六
年
度
は
前
年
比

に
て
一
割
を
超
え
る
増
加
と
な
っ

て
お
り
目
標
の
達
成
が
危
惧
さ
れ

る
状
況
と
の
こ
と
で
す
。

今
後
の
工
事
量
の
増
加
も
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
一
層
の
徹
底
を
図

る
必
要
が

あ
り
ま

す
。
当
社

も
毎
年
恒

例
で
す
が

一
週
間
に

わ
た
り
行

事
を
予
定

し
安
全
の

徹
底
を

図
っ
て
い

き
ま
す
。

全
国
建
設
業
協
会　

会
長
表
彰

表
彰
規
定
第
四
条
四
号

労
務
及
び
福
利
厚
生
等
の
改
善
に
努

め
、
職
員
の
能
率
増
進
に
そ
の
功
績
が

顕
著
な
会
員

スローガン：危険みつけてみんなで改善　意識高めて安全職場

全
国
安
全
週
間

本
週
間　

７
月
１
日
～
７
日

月日 曜 行　　　　　　事 時　間

7/1 水 健康診断 9：00 ～
7/2 木 安全パトロール・現場一斉清掃
7/3 金 環境整備 15：00 ～
7/4 土 休養の日
7/5 日 家庭の日
7/6 月 管理車両点検（安全委員） 7：10 ～
7/7 火 社員安全教育・各部反省会 16：00 ～

表
　彰

菊
川
地
区
安
全
運
転
管
理
協
会会

長
表
彰

五
月
二
十
九
日
に
、
平
成
二
十
六
年

度
新
野
川
附
帯
工
事
（
三
線
川
・
樋
門
工
）

に
て
現
場
督
励
を
行
い
ま
し
た
。
工
事
も

終
盤
を
迎
え
、
慌
た

だ
し
く
作
業
を
進
め

て
い
る
中
で
、
残
り

の
作
業
中
に
気
の
緩

み
や
安
全
軽
視
等
で

事
故
が
起
き
な
い
よ

う
、
安
全
意
識
の
高

揚
を
図
り
ま
し
た
。

現
場
督
励

TEL
〇
五
三
七
―
八
六
―
三
二
四
五

FAX
〇
五
三
七
―
八
六
―
六
六
七
五

E
m

ail m
asudagum

i1@
m

ail.w
bs.ne.jp

U
R

L http://w
w

w
.m

asudagum
i1912.co.jp

発行
㈱増田組

7月安全努力目標

作業安全
・熱中症予防対策の徹底
・正しい服装で安全作業
交通安全

・管理車輌内の整理整頓
環境目標

・室内の温度でエアコンの ON・OFF を行い
ましょう

年度安全標語〈事故ゼロへ ヒューマンエラーを
取り除き 今日も明日も安全第一〉

平 成 2 7 年 度 全国安全週間	〈 7/1 ～ 7/7〉
平 成 2 7 年 夏の交通安全県民運動	〈7/11 ～ 7/20〉


